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　The production of an opera called “Comprehensive Art” re-
quires a way of working and customs that can overcome 
the differences in work styles, customs, and ways of 
thinking for each occupation. !is paper is a case study as 
a reference for acquiring creative work and results through 
such a production process.
!e example taken up in this paper is a project commem-
orating the 150th of the anniversary Boshin-War in Shi-
rakawa City, Fukushima Prefecture. Shirakawa Perform-
ing Arts !eatre Hall (COMINESS) will take up the new 
opera “Yo-gou no Bolero” in March 2019.
Keywords:
楽劇（オペラ）、舞台公演、制作、クリエイティブ、演出家










































































































































































































































影の声１（先祖 : 男＝税所篤人） : 山中迓晶











































































































































































































＜影向のボレロ   楽曲一覧＞
第１幕
第1場 M1 松下功 : 「飛天遊」
第2場 正調 白河盆踊り唄   
第3場 M2川島素晴 : ボレロa (白河踊り変奏曲)
第２幕
第1場 M3 雅楽「武徳楽」
 M4 真鍋尚之 : 「笙と弦楽のためのレクイエム」
第2場 M5 川島素晴 : ボレロb(白河踊り変奏曲)
第３幕
第1場 番号なし 川島素晴 : ピアノ即興演奏①写真１：作曲家の川島素晴（中央）右は制作顧問の平井洋氏
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第2場 番号なし 川島素晴 : ピアノ即興演奏②
 番号なし 川島素晴 : ピアノ即興演奏③
第3場 M6-1 松下功 : バレエ音楽「天の岩戸」より
  “暴れる須佐之男命”抜粋
 M6-2 バレエ音楽「天の岩戸」より 
  “暴れる須佐之男命”抜粋
 M7 バレエ音楽「天の岩戸」より 
  “暴れる須佐之男命”抜粋
 M8 川島素晴 : 「戦闘の悲劇」
第４幕
第1場 M９ 川島素晴 : ピアノ即興演奏④
第2場 M10 川島素晴 : 合唱曲「よみがえる」
　　　　　　　　　　 管弦楽版
 M11 志賀野桂一 作詞 川島素晴 作曲 
　　　　　混声4部合唱曲「よみがえる」 
 M12番号なし川島素晴 : ピアノ即興演奏⑤
 番号なし  林英哲による太鼓即興演奏、経文
第3場 M13 川島素晴 : ボレロc (白河踊り変奏曲) 
 M14 松下功 : 「飛天遊」コーダ部分 






















































① 大門 ：  構造体はイントレ、装飾を施す。Ｈ4500×Ｗ4500
×Ｄ900　動かせるように車、ストッパー付
② 櫓兼城壁 ：  側面も装飾を施す。Ｈ4 5 0 0×Ｗ9 0 0×Ｄ
900・・２台　動かせるように車、ストッパー付
③ 門扉 ：  Ｈ3600×Ｗ1250×Ｄ50・・・２台　動かせるように
車、ストッパー付
④ 墓碑 ：  Ｈ4500×Ｗ450×Ｄ450・・・２台　動かせるように
車、ストッパー付













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・ 「 和太鼓の長い時間 素晴らしい曲を聞き感動　二度と
機会は来ないと思う。来てよかった。ナレーションとオーケ
ストラとバレエのコラボ　インパクトあり大変良かった。戊
辰戦争何となくよく心に刻み込まれました。」
・ 「 太鼓、笙、舞踊やバレエ、オーケストラ、殺陣と舞台の中
で贅沢に楽しめました。戊辰戦争の苦しい思いも感じ、
先人の無念に涙しました。仏の心のありようを感じた舞
台でした。すばらしかったです。」
＜戊辰戦争と白河に関してのコメント＞
・ 「 戊辰戦争が何代か前の白河の住民の現実だったこと
に想いをはせる事を今日実感しました。」
・ 「白河で本格の楽劇がみられたこと感動にたえません。」
・ 「 戊辰戦争に関して稲荷山での凄惨な戦いというイメー
写真３7：カーテンコール、故松下功の遺影を持つ音楽監督の川島（左か
ら2人目）
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ジから、激しく、悲しい物語を思い描きがちでした。始まり
の少し不気味な絃の音、音楽、林英哲の激しい嵐のよう
な演奏や、3幕4幕冒頭の川島素晴のひきつるようなピア
ノからはその印象を掻き立てられましたが、一方で昇羊
さんの軽妙な語りや舞、バレエ、母子の会話からは静・柔
といった印象を受け、不思議な調和のある作品だと感じ
ました。最終幕、幕が上がった瞬間の合唱に鳥肌が立ち
ました。幼い頃踊ったことのある白河踊りが150年前か
ら現在へとつながり、人の結びつき、縁（昇羊さんや母子
の縁も含め）に想いが向く舞台でした。」
・ 「甦れ仁の心の総まとめみたいで良かった。」
＜その他全般＞
・ 「 知識として知る歴史ではなく、人の感情に訴える歴史の
転換期にこの地で起こった出来事を感じさせてもらいま
した。大スペクタクルの美しい舞台でした。ここだけの公
演では、もったいないと思われました。東西軍の戦死達
を悼むバレエの少女たちが天使のようで涙が出まし
た。」
・ 「 とてももったいない！初日にして千秋楽とは　とてももった
いない！」
など観客の皆さんが、楽劇に没入して観・聴いてくれたよう
な感想が数多くみられました。
■新聞ほかの反響
　福島民報新聞の記事キャプションでは。「白河の底力を
発揮～影向のボレロ市民が躍動」（写真４０）、「市民共同 
迫力の舞台」「迫力の演出に酔う」などの文字が踊り、約
1000人の観客が酔いしれたと記された。
　県外の観客には戊辰縁の人もいて「白河のエネルギー
を感じた。テーマの仁の心は日本人の心に通じる」（白虎隊
士・飯沼貞吉の孫さん飯沼一元さん）などのコメントが記さ
れた。
　また東北放送のニュース番組＜Nスタみやぎ＞でも本楽
劇が取り上げられ、その様子が紹介された。出演者のイン
タビュ もーあり、民衆役の岡部光男さんは「この楽劇に出て
20歳ほど若返った」と述べ、シンイチ役の和知泰良（小６
年）は「コミネスが出来て、この辺りも（公演があって）そこそ
こ賑やかになってきた。」といった感想が放送されたのであ
る。まちづくりにおける公共ホールの役割を問うニュースで
兵庫県の芸術劇場に並んで、白河が取り上げられた重大
さを筆者は感じた。
　また演奏で参加してくれた音楽家には白河出身者もい
て、そのひとり平子さんが以下の感想を寄せてくれた。
　「今回はオケ中でパーカッションを担当させていただきま
した平子と申します。
　今回は大変お世話になりました。素晴らしい台本、構成、
演出、本当にお疲れ様でした!!
　私は今回、ビオラの田口さんからお声をかけていただくま
で、白河でこんなに大きなものが企画されていることは何も
知らなかったので、今回はやや陰の役割でしたが携わらせ
ていただき嬉しかったです。
　やはり、生まれ育った街のホールで、実際に地元で起きた
事の楽劇は特別なものでした。何しろ、実家の近くにある
「戦死墓」は、子どもの頃私を含めた近所の子どもたちの
とっておきの遊び場だったので、よくあの大きな墓石の段に
座っては〝王様崩し″をしたり、空いている場所ではドッジ
ボールや縄跳び、塀を使っては、陣取りゲームなど・・・・お墓
とは知らずに公園のような感覚で本当によく遊んでいまし
た。
　しかし、子供ながらに何となく〝ここってお墓なの?!″と感じ
始めても、眠っているたくさんの人たちが喜んでくれている
ような気がして、自然とみんなが集まっては遊んでいた記憶
が鮮明に残っています。今思い出せば、とんでもない罰当た
りなことで申し訳ない気持ちになりますが、やはりなんとなく
子共たちを歓迎してくれるような思いを抱けた場所であっ
たことは間違いありません。
　そんな地元の少し前の時代に実際に起きていた話は、と
ても興味深いものでした。松下先生の急逝でいろいろ大変
だったことと思いますが、無事に本番を迎えられ、成功に終
わってよかったですね!!　おめでとうございます。
《祝》市民の皆さんが一つになって何かを作りあげるという
ことは、本当に素晴らしいことですね。館長さんの素晴らし
い企画をまた楽しみにしています！
　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。ありがとうござ
いました。」パーカショニスト　平子ひさえ[原文のまま]
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■まとめ
　公演の評価に関しては、国の助成基準に照らすと、社会
的・文化的効果として、その①芸術的インパクト、②社会的
インパクトがそれぞれどれ程であったのか。経済的効果とし
て③経済的インパクト（経済波及効果）がどれほど得られ
たのか数値を交えて立証しなければならない。
　本事業の評価に際し、来場者アンケ トーの他に、基本的
な数値を以下に示しておく。
 
　本事業に参加し舞台に立った市民の数は142名に達す
る。先に論じた合唱・演劇・殺陣・群舞・バレエの5部門の稽
古回数は合計で95回に達する、民舞や・地元太鼓隊の稽
古を加えると100回を優に超える稽古が積み重ねられ本番
を迎えている。こうした楽劇の制作過程で培われる新たな
文化的コミュニティの形成は大きな意味があると筆者は思
うのである。ワークショップや、アウトリー チ活動が盛んとなっ
ている今日、そうした活動と同等またはそれ以上の効果は
あると考えると、楽劇という1プロジェクトが100回のワーク
ショップ事業に匹敵する事業を内包していると思われる。
　本楽劇の動員数であるが、チケットの売り上げ枚数は
863名分、招待席28名となった。販売可能なチケットは完
売であった。しかし、市の戊辰戦争150年記念事業という
事もあり、入場料金は大変安めに設定（SS席4000円、S席
3000円、A席2000円、B1500円）した。したがって、満席で
あっても予算上の入場料の寄与率は6.5％であった。全体
の事業費をカバーするために、公的な負担金（国の補助率
19.4％、白河市の補助率60.8％）が大きな割合を占める結
果となった。
　前日に行われたGPでは市内小・中・高校生ほか関係者
を招待し、演出家のレクチャ とー本番と同じ通しでの舞台を
無料鑑賞させた。参加者は、約500名で、楽劇2日間を通し
ての動員数は約1300名という結果となった。
　なお、コミネスのホールは1104席収容の大ホールである
が、オーケストラピット157席、音響・照明・ムービング・レー
ザー照明のそれぞれの調整卓が後方客席で行うためにつ
ぶれる席36席、その他見切り席（オーケストラピットが沈まな
いために見えなくなる席）が20席となり実際の収容人数は
900席を切ることになる。
　ちなみに30年度の「文化創造拠点形成事業（事業名称：
「白河・文化芸術創造活用プラットフォー ム形成事業」）」は
本楽劇を含め、4事業まとめて申請している。その参加人数
実績値は3100人、内域外者1085人となった。経済波及効
果は31,680(千円)となっている。
　また、芸術的効果は、数値では測れないが、池田卓夫氏
（元日本経済新聞記者・批評家）からの好評価をいただい
た。
　また制作顧問の平井洋氏は、これまで行ってきたコミネス
の創造的舞台制作事業を総括して「杉山洋一、松下功、
それに今回川島素晴が加わった。その的確な人選と、くら
いついていく市民と、その中間の熱心な指導者たち。最終
的に、継ぎ目が分からなくなる一体感は、稀有の文化的蓄
積と言っていいだろう。」と書いてくれた。
  
写真３８：公演直前のリハーサル、筆者（右）　
写真３９：共催者の福島民報新聞社の事前記事
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　白河文化交流館コミネスでは、2016年開館以来、大型
の創造的舞台制作として、「白河版オペラ魔笛」（2017
年）、「野外・スーパー薪能」（2012年）、「SPACE OPERA 
KEGON」（すぺーす おぺら けごん）（2018年）を公演し
てき。本稿の楽劇はこうしたシリー ズの第4弾にあたる。その
後、白河ジャパネスク能／オペラ「恋歌舞SO-MON」（こ
いうたまい そうもん)を2019年7月20日～21日に実施する
に至っている。2020年には、三館共同制作オペラ「ラ・トラ
ヴィアータ（椿姫）」公演も行われる。
　本稿で取り扱った楽劇はこうした舞台制作の中で最も
参加人数も多く、制作に最も多くの時間と労力を費やした
プロジェクトであった。人口6万人を切る都市が取り組むに
は荷が重いと思われるものではあったが、コミネス開館来、
徐々に出来上がりつつある文化コミュニニティの力が総結
集し、またスタッフワークの成熟度が上がって初めて可能と
なったものと考えるのである。
　「楽劇の新作上演は困難と苦労がありながらも魔力に憑
りつかれて創られ続ける。（平井洋）」　了
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